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〈 特　集 〉　「とまとちゃん福祉基金」で子どもたちを笑顔に

〈 ４　頁 〉　インスタグラマーまる子さんのレシピ
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特  集

子どもたちを
笑顔に

管理栄養士  インスタグラマー  まる子
フォロワー数77,000を超える人気のイン
スタグラマー。栄養のこと、器のこと、季
節のことを考えて日々お料理を提案中。
Instagramアカウント：maaaarukoo

 香る、味わう、
 ごまが広げる

“おつまみご飯”
小さくて大きな「ごま」の世界にようこそ。

ごまには、カルシウムや老化防止の効果が

期待できるセサミンなどの栄養素が含まれて

います。それら栄養素の吸収率は、そのまま

食べるよりも擦ることでグンとアップするのです。

香りが豊かなすりごまを温かいご飯に混ぜれ

ば、香ばしくお酒が進む一品に。また、タレ

や調味料に加えればコクが深まり、まぶして

使えば食感が豊かに。 今回は、そんなごま

の楽しい使い方をご紹介しています。旬の

素材と合わせて、よりおいしくなる“おつまみ

ご飯”を夏の食卓にいかがでしょうか。

おいくらレシピ めしあがれ

コープのお店 週に３日からお試しください！

利用される方が増えています！

お料理動画をホームページで紹介しています。
お料理の作り方はもちろん、なんだかやさしい気持ちになるお料理動画を
配信しています。ぜひご覧ください！

曜日ごとに選べる6コース
●おかずコース
●おかず（小）コース
●あじわいコース

●いろどり８品コース　
●お弁当コース
●お弁当（大）コース

コープ深阪/コープ城山/コープ泉佐野/コープ若江
/コープ貝塚/コープ和泉中央/コープいこらも～る泉
佐野/コープ岸和田/コープ大野芝/コープ陵南/コー
プ狭山池/コープ久米田

毎日、「豊かで楽しい食生活」を
提案します

お店の詳しい情報はこちらから→

ご利用にあたっては、いずみ市民生協へのご登録が必要です。

〈受付時間〉月〜金／9：30〜21：30、
土／9：30〜20：000120-884-900資料請求・お申し込みは

お電話またはホームページで

やわらか食・きざみ食・ムース食・カロリー調整食・
たんぱく調整食もございます。 （例）おかずコース

３種類に挽き分けたゴマをブレンドす
ることで、香りと旨みを追求したすり
ごまです。コープの宅配で取り扱って
います。

香りすりごまマイルド

各店のチラシ情報はお店の公式 から!
「公式アカウント」から検索してください。※コープ狭山池は除く コープ○○



とまとちゃん福祉基金は

「産直商品」	 いずみ市民生協の品質保証のしくみで
	 管理された、自然環境や生き物、人に配慮した商品です。

人や環境に配慮した（エシカルな）商品を
取り扱っています

誰かの笑顔につながるお買い物

出典：国連広報センター

◀「くすのき子ど
も食堂」のみな
さん（左から本
西さん、田所さ
ん、黒田さん）

・「ロコモティブシンドローム」「減塩」など、
  気になるトピックにまつわるお話
・カラダにうれしい健康レシピ
・管理栄養士さんの「食」と「くらし」にかかわるコラム
・コメント投稿機能、年代別のトークルーム　　　　など

気になるコンテンツは

年齢に関係なく、お気に入
りの商品のことや日々のく
らし、子育てのことを共有で
きるウェブサイト「みんなの
わっか」。新しく「まなぶ」「う
ごく」「つどう」の健康をテー
マにした「健康わっか」が
オープンしました。

ネットでつながる居場所「わっか」に新しい仲間が登場

健康づくり、みんなでシェア中！ 国連サミットで採択された世界を変えるための17の目
標「SDGs」。いずみ市民生協グループでは、SDGs
が掲げている、人や社会、環境にやさしい「持続可能
な社会」の実現に向けたとりくみを進めています。

ＳＤＧｓで、地球を“もっと”“ずっと”元気に！

4か所の太陽光発電所で発電しています（10.75メ
ガワット）。発電した電気は、いずみ市民生協グルー
プの施設で使用するほか、一部を、「コープでんき」と
して一般家庭にお届けしています。

再生可能エネルギーをつくる！ つかう！ ひろげる！

ＣＯ2排出量をへらす

▼アクセスはこちらから

検索健康わっか

　数年前から有志で近隣の子どもたちへ食
事提供を行っている、くすのき子ども食堂代
表の田所桂子さん。毎月のべ300人が利用
しています。
　民家の１階を解放した食堂は、〝おうちの
食卓〟のような温かい雰囲気。夕食の献立
は肉じゃがやサラダなど４〜５品を用意して
います。「食材は近所のスーパーさんなどの

ご協力に加えて、とまとちゃん福祉基金からの支援金でお肉を買ったりしています」と田所さん。
「おいしいよ！」と子どもたちにも好評で、何度もおかわりをする姿も。

　田所さんたちが、毎日開催をめざすのは「日々、
顔を合わせれば、子どものようすがもっとよくわ
かります。また、お腹がいっぱいになれば、次の
やる気が湧いてきます。そこから学習意欲につな
げていきたい」から。
　土曜日には、学習塾の講師がボランティアで勉
強を教えるなど、新しいとりくみもすでにスタート
しています。「いっぱい食べて、いっぱい勉強して、
いろいろな目標を持ってほしい」と願う、くすのき
子ども食堂のみなさん。「お腹いっぱい」から始ま
る、子どもの居場所づくりが進行中です。

　食堂に来る子どもたちがくらす環境はさまざま。共働きの家庭で
両親の帰りが遅くなるため、ここで食事を摂って帰る子もいれば、み
んなで集まれることを楽しみにやってくる子も。「働いているお母さん
から『ここがあるから安心して働けます。ありがとう』とお手紙をもらっ
たこともあります。本当にうれしかったですね」と田所さん。
　現在の食堂開催は週２回。「支援を受けることができたら、開催日を増やすのが私たちのモッ
トー。５月からは月に２回、今の場所とは別に、地域の自治会館を借りて食堂をオープンさせ
ることができました。ゆくゆくは毎日開催したいです」

テクノステージ物流センター
太陽光発電所

いずみ市民生協では、さまざまな困難を抱える地域の子どもたちを支える活動をサポートするため、
「とまとちゃん福祉基金」を設立しました。基金をもとに子どもたちの居場所づくりを支援しています。
支援先の一つ「くすのき子ども食堂」にお邪魔しました。

いずみ市民生協の
組合員・お取引先からのご支援により、2017年度は、

1,798万円が集まりました。

「子ども食堂」「学習支援」など、
地域の子どもたちのサポートを行う23団体に支援を行っています。

基 金を支えるとりくみ

書き損じたはがきや未
使用の切手を回収し、
換金するとりくみ。

書き損じはがき募金

とりくみに賛同いただき、毎年1口1万円のご協力
をいただいているお取引先。

法人サポーター

毎月一度、1口100円の募金に継続的にご協力い
ただくしくみ。

組合員サポーター登録

▲近隣の小・中学生を中心に、多いときは
部屋いっぱいの参加者が

夏休み／冬休み募金
夏休み、冬休みの期間に行う募金のとりくみ。

こうして成り
立っています！

「とまとちゃん福祉基金」
支援団体

くすのき子ども食堂

▼YouTubeで検索してネ！

検索とまとちゃんの笑顔の魔法
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